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第 3 章では， 2 位に置換基のないシロキシシクロフ。ロパンを基質に用勺，先の白金錯体と化学量論量の反応を行う
ことにより， β 一白金ケトンが安定に単離可能であることを述べているO さらに，得られた β 一白金ケトンの構造を，
X線構造解析等により明らかにするとともに特異な構造を有するこの錯体の反応性についての知見を得ている。ま
た，アリルシリルエーテルに異性化可能であった双環性のシロキシシクロプロパンを，一酸化炭素雰囲気下，反応さ
せることにより， β 一白金ケトンの単離が可能であることを明らかにしている O
















(3) 2 位に置換基を有しないシロキシシクロプロパンと白金錯体との化学量論量の反応により ， ß 一白金ケトン類が
安定に単離し得ることを示し， X線構造解析等によりその構造を明らかにするとともに，その錯体の反応性につい
て多くの知見を得ているO
(4) ビニルシロキシシクロプロパンの 5 員環エノールシリルエーテルへの転位が，ニッケル触媒を用いることにより，
高選択的に進むことを明らかにしている。
以上のように本論文は シロキシシクロプロパンの選移金属錯体触媒による環開裂反応を詳細に検討し基質と各
種触媒との選択により反応挙動が大きく異なることを明らかにするとともに，有機合成中間体としてシロキシシクロ
プロパン類が有用であることを示したもので，触媒化学および有機合成化学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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